





    

    




    









        　こんな心、壊れて、なくなってしまえ。
　男は、何度もそう思った。
　何もできない。苦しんでいた。そして、苦しむたび、心は、強くなった。さらなる苦しみに、耐えられるようになった。
　何も守れない強さに、意味なんてあるか。
　もう、壊れろ。男は、願った。
　息を止めれば、死ぬ。それでも、僕は、それをしない。
　男は、信じているのだ。
　光。
　まだ、見えない。男のいる場所は、どこでもない、闇の中。闇はどこまでも、闇だ。その先に、光があると、男は信じている。
　笑えるのに、泣ける映画を見に行く人。泣いているのに、笑えと迫る人。壊れない心に壊れろと叫ぶ僕。
　みんな、ぜんぶ、あさましい。
　だから、男は信じた。見えは、しない。だから、信じるのだ。
　ささくれた心で、歩き出す。その、古傷を、思い出と呼べるようになった時、僕は、きっと光を見ている。男は少し、笑った。
　僕でも、何かを照らせるはずだ。
　気づくと僕は、自分さえ信じなければいけないほどに、頼りない。
　男は、傘をさした。
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